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写真：下栗の里�
急傾斜地に広がる畑と散在する民家の山村風景は、ヨーロッパアルプスの
チロル地方の風景に似ていることから、日本のチロルと呼ばれる。�
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飯田市・上村・南信濃村合併調印式風景�

●昭和29年�
　近隣各村に合併を呼びかける�
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●昭和12年�
　飯田町と上飯田町が合併し、�
　飯田市として市政施行�

●昭和31年�
　座光寺・松尾・竜丘・伊賀良・�
　山本・三穂・下久堅の7村と合併�
●昭和36年�
　川路村と合併�

●昭和39年�
　龍江・千代・上久堅の�
　3村と合併�

●昭和59年�
　鼎町と合併�
●平成5年�
　上郷町と合併�

●平成15年�
　広域連合の研究などを受け、�
　市長が近隣町村との合併に�
　ついて考えを表明�
●平成17年10月1日�
　上村、南信濃村と合併�

上村�

南信濃�

上村�

南信濃�

飯田市・上村・南信濃村合併協議会風景�

飯田市・鼎町合併調印式風景�

新飯田市�新飯田市�新飯田市�

飯田市・上郷町合併調印式風景�

飯田市の歴史・沿革�飯田市の歴史・沿革�
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飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗�

　
10
月
1
日
、
飯
田
市
、
上
村
、

南
信
濃
村
が
合
併
し
、
新
し
い

飯
田
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
新
し
く
飯
田
市
民
と
な

ら
れ
た
皆
さ
ま
方
を
心
か
ら
歓

迎
し
ま
す
。�

　
今
日
の
社
会
情
勢
を
み
ま
す

と
、
交
通
網
の
発
達
や
高
度
情

報
化
社
会
の
進
展
か
ら
、
市
町

村
の
枠
を
超
え
た
交
流
が
促
進

し
、
同
時
に
、
産
業
振
興
や
環

境
問
題
な
ど
の
地
域
課
題
が
広

範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
の
急

速
な
進
行
や
厳
し
い
経
済
情
勢
、

地
方
分
権
の
推
進
の
受
け
皿
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
へ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

地
方
自
治
体
は
、
地
域
課
題
を

自
ら
が
解
決
す
る
自
立
し
た
自

治
体
と
な
る
べ
く
体
制
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
飯
田
市
は
昭
和
12
年
の
市
制

施
行
以
来
、
周
辺
13
町
村
と
合

併
し
、
人
口
10
万
余
人
の
県
南

の
中
核
的
都
市
と
し
て
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
が
著
し
い

現
在
、
飯
田
下
伊
那
、
南
信
州

全
体
の
自
立
度
の
向
上
が
最
優

先
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
意
味
か
ら
も
、
上
村
、
南

信
濃
村
と
合
併
し
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
ま
で
の
飯
田
市
内
に
は
、

官
公
署
や
銀
行
、
文
化
施
設
、

病
院
な
ど
が
あ
り
、
飯
田
下
伊

那
の
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
の
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊

か
な
自
然
や
農
村
の
暮
ら
し
も

他
に
誇
り
う
る
財
産
で
す
。�

　
上
村
、
南
信
濃
村
に
は
、
厳

し
い
風
土
の
中
で
育
ま
れ
た
地

域
固
有
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
「
遠

山
の
霜
月
祭
」
や
、
南
ア
ル
プ

ス
を
始
め
と
し
て
悠
久
の
昔
か

ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
雄
大
な

自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

財
産
は
今
ま
で
の
飯
田
市
に
は

な
い
も
の
で
あ
り
、
3
市
村
の

合
併
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に

多
様
性
を
持
っ
た
市
が
誕
生
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
資
源
を
地
域
振
興

の
資
産
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
お
互
い
に

行
き
来
す
る
こ
と
で
、
交
流
が

生
ま
れ
活
気
あ
る
飯
田
市
に
な

る
と
と
も
に
、
地
域
の
念
願
で

あ
り
ま
す
三
遠
南
信
自
動
車
道

の
早
期
開
通
に
も
今
ま
で
以
上

に
力
を
注
ぎ
、
県
内
外
の
他
地

域
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
ま
す
。

　
合
併
に
伴
い
、
上
村
お
よ
び

南
信
濃
の
両
地
区
に
地
域
自
治

区
を
設
置
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
飯
田
市
の
他
地
域
に
先

行
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
が
、

住
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
地

域
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
。�

　
将
来
、
飯
田
市
民
の
み
な
ら
ず
、

南
信
州
地
域
全
体
の
皆
さ
ま
か

ら
、
合
併
が
「
良
か
っ
た
」
と

評
価
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
飯

田
市
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。�

　
こ
の
度
の
合
併
に
当
た
り
、ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
委
員
の

皆
さ
ま
や
合
併
協
議
会
委
員
の

皆
さ
ま
を
始
め
、関
係
す
る
多
く

の
方
々
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�
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▼平成16年11月上旬�
　協議結果報告冊子を作成し、全世帯へ配布。�
▼平成16年11月中旬�
　飯田市において市政懇談会を開催。参加者を対象に�
　合併賛否に関するアンケートを実施。�
▼平成16年11月下旬�
　飯田市において住民意向調査を実施（無作為抽出2,000人）。�
▼平成16年12月9日�
　飯田市住民意向調査結果を公表（合併賛成が多数）。�
▼平成16年12月14日�
　3市村議会において法定合併協議会設置議案が可決。�
▼平成16年12月16日�
　「飯田市・上村・南信濃村合併協議会」設立。�
▼平成17年3月16日�
　第5回合併協議会（協議項目の協議終了）。�
▼平成17年3月19日�
　合併協定調印式を開催。�
▼平成17年3月23日�
　3市村議会において合併関連議案が可決。�
▼平成17年3月28日�
　長野県知事に廃置分合申請書を提出。�
▼平成17年7月11日�
　長野県議会において合併関連議案が可決。�
▼平成17年8月12日�
　3市村合併が官報にて告示。�
▼平成17年10月1日�
　3市村合併施行。�

▼平成15年7月8日�
　上村、南信濃村が飯田市に合併協議の申し入れ。�
▼平成15年8月12日�
　「飯田市・喬木村・上村・南信濃村任意合併協議会」設立。�
▼平成15年10月28日�
　まちづくり市民会議を設立し、新市将来構想について諮問。�
▼平成16年3月19日�
　まちづくり市民会議から新市将来構想についての中間答申。�
▼平成16年3月26日�
　第9回任意合併協議会（任意協議会での研究を概ね終了）。�
▼平成16年4月～�
　協議結果報告冊子を作成し全世帯へ配布、住民説明会を
開催。�

▼平成16年7月上旬�
　上村、南信濃村合併住民意向調査（合併賛成が多数）。�
▼平成16年7月16日�
　第11回任意合併協議会にて喬木村の退会を承認。�
▼平成16年7月22日�
　上村、南信濃村から飯田市へ合併協議の継続を申し入れ。�
▼平成16年8月9日�
　「飯田市・喬木村・上村・南信濃村任意合併協議会」を「飯
田市・上村・南信濃村任意合併協議会」に変更し、第1
回会議を開催。�

▼平成16年10月25日�
　まちづくり市民会議から新市将来構想についての最終答申。�
▼平成16年11月9日�
　第4回任意合併協議会（任意協議会での研究を終了）。�

合併までの主な経過�合併までの主な経過�

51,892�

56,432�

108,324�

37,304�

658.76�

42.1�

44.3�

38,421,676�

295,761,660�

×�

10,590,000

335�

346�

701�

282�

126.51�

16.5�

14.1�

1,366,676�

278,880�

×�

50,000

1,028�

1,149�

2,177�

926�

206.90�

27.8�

19.8�

1,845,000�

1,667,190�

1,375,920�

140,000

Ｈ17.9.1現在　住民基本台帳�

Ｈ17.9.1現在　住民基本台帳�

Ｈ17.9.1現在　住民基本台帳�

Ｈ17.9.1現在　住民基本台帳�

�

�

�

Ｈ17年度一般会計当初予算�

Ｈ14年度商業統計�

Ｈ14年度工業統計（注）�

Ｈ14年農業産出額�

50,509�

54,937�

105,446�

36,096�

325.35�

23.7�

32.3�

35,210,000�

293,815,590�

211,085,670�

10,400,000

男　　性（人）�

女　　性（人）�

合　　計（人）�

世　　帯（戸）�

面　　積（H）�

東　　西（㎞）�

南　　北（㎞）�

一般会計　（千円）�

商品販売額（千円）�

工業出荷額（千円）�

農業産出額（千円）�

Ｈ14.10.1現在�

下伊那郡上村及び同郡南信濃村の境界は一部未定

のため、面積は全国市町村要覧による。�

（注）工業出荷額の上村については「工業統計調査または商業統計調査の調査票を集計及び公表のために使用する場合の要領」に基づき秘匿。�

人　口�

世帯数�

区　域�

予算規模�

生産活動状況�

区　　　分�
合併前�

備　　考�
飯田市�上 村 �南信濃村�

飯田市�
合 計 �
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　閉ざされた地形的な条件などから、国の重要無形
民俗文化財に指定されている「遠山の霜月祭」など、
多くの文化的な遺産が伝承されています。�
　旧秋葉街道沿いには、名も無き石仏や秋葉大権現
の石塔など、多くの史跡が残っています。�

霜月祭（上村）�

霜月祭（南信濃）�

小笠原　倫さん�
（上久堅観光協会長）�

遠山恒雄さん�
（上村中郷獅子舞保存
会長・遠山霜月祭保
存会員）�

　後継者づくりが課題となっている中で、私
の息子は座光寺に住んでいますが、毎年霜月
祭に参加してくれています。�
　今年から中郷の霜月祭は、12月の第1土
曜日に開催することとなりました。飯田の皆
さん、ぜひ見に来てください。この祭りを通
じて交流を深めたいと思います。�

　小川路峠が上村と上久堅を繋いでいます。
かつて、お互いの地域経済を繋いだこの道を
再生し、山頂でお会いする交流がもう10年
以上続いています。�
　今後もより一層親しい間柄になれますこと
を期待しております。�

峠の国盗り綱引き合戦（南信濃）�

市民�
の声�

市民�
の声�

　峠の国盗り綱引き合戦は、綱引きの勝敗により、境
界線が決まるというユニークなイベントです！�
　南信濃の商工会青年部の皆さんが中心となり、今
年は飯田市と静岡県浜松市（旧南信濃村VS旧磐田
郡水窪町）との対戦です。�
　今月の23日aにいよいよ決戦！�

上村・ 信濃の南信濃の魅力�信濃の魅力�
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茶摘み体験風景�

　平地の少ない悪条件の中で、温暖な気候条件を
活かしたお茶は、長野県で1番の生産量を誇って
います。�
　2番茶を利用し開発した紅茶「うまいんだに」
も大好評！最近では、ホオズキの産地化にも取り組
んでいます。�

　自然が育んだ食文化は、遠山郷の独特の味を生み
出しています。�
　下栗の二度芋を使った田楽、清流を活かしたヤマメ
を加工した甘露煮、猪鍋など山肉料理、手打ちそば、
こんにゃく、そばまんじゅうなど、山の暮らしを感じら
れる味が楽しめます。�

“ふじ姫まんじゅう”加工販売グループ
「かたくり」の皆さん�

香ばしいにおいのする芋田楽�

山の幸で囲炉裏を囲む�

　甘味を抑えたそば饅頭とよもぎ饅頭は毎日
売り切れで、誰が言うともなしに「まぼろし
の饅頭」と呼ばれています。�
　飯田の皆さんにも口コミでPRされている
ようで、だんだんお客さんが増えています。�
　私たちの作るお饅頭を、ぜひ一度食べてみ
てください。�

ホオズキ�

市民�
の声�

上村・南信南信濃の魅力�上村・南信
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　上村の　「ハイランドしらびそ」は、南・中央・
北アルプスを眺望できる「しらびそ高原」にある
交流宿泊施設です。�
　眼前に見える連山は絶景です！�

御池山隕石クレーター（上村）�

　上村の御池山隕石クレーターは、しらびそ高原
から下栗方面に約4㎞の場所にあり、直径約900
ｍの日本初の隕石クレーターです。�
※左写真の点線部分がクレーターです。�

　鎌倉時代、鶴岡八幡宮の信仰によって、伊那
谷と遠山谷は深い関係にあり、伊那の源氏一族
である小笠原氏と遠山氏も同様に親密な関係
がありました。�
　遠山谷には、今も当時の文化がたくさん留ま
っています。�
　遠山の各所に残る文化を、ぜひ見ていただき
たいと思います。�

　千遠線古道の千代と遠山の峠境に「千代峠」
があり、平成12年から南信濃木沢と千代の両
公民館の交流を行っています。�
　合併を機に新しい時代の地域づくりの一助
になれば、そして共有の歴史を次代へと伝えて
いきたいと考えます。�

ハイランドしらびそ（上村）�

嶋岡一藏さん�
（千代峠を守る会会長）�

野牧　治さん�
（旧南信濃村�
文化財調査委員）�

市民�
の声�

市民�
の声�

上村・ 信濃の南信濃の魅力�信濃の魅力�
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　南信濃の温泉交流施設「かぐらの湯」は、南アル
プス山麓に湧く、源泉温度43度の天然温泉施設です。�
　お風呂の種類も8種類あり、建物は地元産のヒノキ
丸太をふんだんに使っています。�

　先人が残してきた貴重な財産「木材資源」を活か
したい、山を守り、森を育てたい、そんな思いから生
まれた南信濃の製材工場「ウッド＆アース」と上村の
木工センター「とちの木」。�
　ウッド＆アースの製品は、信州「遠山杉」のブラン
ド名で県内外へ出荷されています。�

ウッド＆アース（南信濃）�

露
天
風
呂
風
景�

木工センター「とちの木」（上村）�

　私は愛知県岡崎市の出身ですが、飯田の
訓練校で上村の方と出会い、これをきっかけ
に上村木工センターで働くことになりました。�
　子どもから大人まで楽しめる木工体験を飯
田の皆さんにも、ぜひ紹介したいと思います。�

かぐらの湯（南信濃）�

加藤よし子さん�
（木工センター�
　「とちの木」従業員）�

市民�
の声�

上村・南信南信濃の魅力�上村・南信
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　9月4日、各地区自主防災会を中心に訓練が行われまし

た。メイン会場となった東野地区の東中学校では、被災患

者を程度により区分けした用紙をつける「トリアージタッグ」

の実践や、ＡＥＤの実践が行われ、皆さんの真剣に取り組

む姿勢に、防災への強い気持ちがうかがえました。�

　8月18日～26日、世界で活躍する音楽

家を講師に、日本のプロオーケストラ団

員との公開セミナーや、演奏会が開かれ

ました。指揮者体験ができる「あいうえ音

楽教室」では、子どもたちとの触れ合い

に演奏家も楽しそうに演奏していまし

た。「くつろぎコンサート」では、川路小学

校児童、観客の皆さんも共に歌い、全員

が奏でるハーモニーに、音楽のすばらしさ

を実感しました。�

　来年3月までに99歳以上となる方は、105歳の田中

いつさん（川路）を筆頭に市内で69人。理事者など

が高齢者を訪問し、お祝いを申し上げました。笑顔で

話される姿に、こちらもうれしい気持ちになりました。�

クラシックに親しむ�
アフィニス夏の音楽祭�

高齢者敬老訪問�

いつまでもお元気で�

緊張しながらも堂々とした指揮者ぶりに拍手�

症状を聞き取りタッグに書き込みます�

川路小学校体育館での「くつろぎコンサート」風景�

「あっという間の100年でした」と森瀬きみさん�
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　８月27日～28日、飯田市出身の歴

史学者で今年没後10年となる、古島

敏雄さんをテーマとするシンポジウム

と、飯田下伊那地方の歴史にかかわ

る研究報告会に、約250人の参加者

が集まりました。�

　また、27日には、飯田下伊那地方

の地域史研究における優れた著書、

論文に対して授与する「第2回飯田

歴研賞」の授賞式も行いました。�

　今月、6日～7日に開催するサミットに向けて、実行委

員会の皆さんが準備を進めています。委員会では、8月

24日から約１カ月間、事業目的などについて各地区で事

前学習会も開催、地域を考える気運が高まります。�

災害に強い地域に�日独地域国際化サミット�

開催に向けて準備進む�

飯田市防災訓練�

飯田市地域史研究集会�

地域の未来を考える�

岩本純明氏（東京大学大学院教授）の講演を聴く参加者たち�

飯田歴研賞著書部門受賞　関島桃子さん�

9/5　実行委員会風景�

ＡＥＤの実践風景�
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早
朝
に
段
丘
の
上
を
散
歩

し
て
い
る
と
、
眼
前
に
広
が

る
緑
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
屏
風
の
よ

う
に
横
た
わ
る
山
々
を
背
景

に
、
そ
こ
こ
こ
に
点
在
す
る

神
社
の
森
の
緑
が
静
か
な
街

の
景
観
に
彩
り
を
添
え
て
い
て
、

四
季
折
々
に
趣
を
変
え
る
佇

ま
い
に
は
、
時
々
息
を
の
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
2
度
目
の
ド
イ
ツ
滞
在
を

始
め
た
1
9
9
9
年
の
春
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
街
を
歩
い

て
最
も
驚
い
た
こ
と
は
、
人

口
65
万
人
の
中
心
市
街
地
な

の
に
6
年
前
の
滞
在
時
に
比

べ
て
緑
が
際
立
っ
て
多
く
な
っ

て
い
た
こ
と
で
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
街
中
の
小
公
園

や
道
路
の
緑
地
帯
、
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
（
市
民
農
園
）、

屋
上
緑
化
、
あ
る
い
は
住
宅

の
庭
や
窓
辺
の
緑
を
「
小
さ

な
緑
」
と
み
な
し
、
こ
れ
ら

を
意
識
的
に
街
の
近
郊
に
あ

る
「
大
き
な
緑
」
＝
森
林
ま

で
つ
な
い
で
い
き
、
街
中
を

網
の
目
の
様
に
緑
で
覆
っ
て
い

こ
う
と
す
る
「
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
の
成
果
に

よ
る
も
の
で
す
。
自
宅
近
く

に
あ
る
大
き
な
ア
カ
シ
ア
の

枝
に
リ
ス
が
走
っ
て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
ま
し
た
が
、
街

中
と
森
の
確
か
な
つ
な
が
り

を
実
感
し
た
も
の
で
し
た
。�

　
上
村
、
南
信
濃
村
と
合
併

し
た
新
飯
田
市
は
、
そ
の
面

積
の
8
割
以
上
が
「
大
き

な
緑
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
の
雄
大

な
自
然
に
つ
な
が
る
「
緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
そ
う
で
す
。�

産
科
救
急
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
3

そ
の
10
　
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り�

　
最
近
、
産
科
病
棟
閉
鎖
の
ニ
ュ

ー
ス
が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の

調
べ
で
、
大
学
病
院
産
婦
人
科
に

医
師
派
遣
を
依
頼
し
て
い
る
全

国
１
、
０
９
６
病
院
の
う
ち
、
大

学
が
派
遣
を
取
り
や
め
て
産
婦

人
科
閉
鎖
と
な
っ
た
病
院
が
、２

０
０
３
年
〜
２
０
０
４
年
の
２
年

間
で
１
１
７
施
設
に
も
上
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
草
加

市
立
病
院
、
岸
和
田
市
民
病
院

な
ど
の
都
心
に
近
い
公
的
病
院

や
、
岐
阜
大
学
付
属
病
院
な
ど

の
大
学
病
院
で
も
産
科
を
閉
鎖

す
る
病
院
が
で
て
き
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
多
く
の
病
院
で
産
科
の

継
続
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、

分
娩
を
取
り
扱
う
施
設
が
今
後

も
さ
ら
に
激
減
す
る
で
あ
ろ
う

と
予
測
さ
れ
ま
す
。�

　
産
科
病
棟
で
は
、
２４
時
間
３
６

５
日
、
時
を
選
ば
ず
、
予
測
不
能

の
母
体
や
胎
児
の
急
変
が
日
常

的
に
発
生
し
ま
す
。
高
次
医
療

に
は
複
数
の
専
門
医
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
必
要
で
す
か
ら
、
常
に
一

定
数
の
専
門
医
を
病
院
内
に
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
産
科
医
療
の
場
合
は
、
小
児

科
医
、
麻
酔
科
医
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
、
他
の
診
療
科
よ
り

も
多
く
の
人
員
を
常
時
必
要
と

し
ま
す
。�

　
高
次
産
科
医
療
が
で
き
る
病

院
が
少
な
く
な
れ
ば
、
妊
産
婦

死
亡
や
周
産
期
死
亡
は
確
実
に

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
産
科
医
療

の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
各

医
療
圏
内
の
限
ら
れ
た
人
数
の

産
婦
人
科
医
が
協
力
し
て
、
産

科
救
急
に
き
ち
ん
と
対
応
で
き

る
医
療
体
制
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。�

　
飯
田
下
伊
那
地
方
の
最
近
の

分
娩
件
数
は
年
間
１
、
７
０
０
件

程
度
（
里
帰
り
分
娩
を
含
む
）
で

少
子
化
の
影
響
で
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
当
地
域
で
も

分
娩
を
取
り
扱
う
施
設
数
が
激

減
し
て
い
る
た
め
１
施
設
当
た
り

の
分
娩
件
数
は
逆
に
増
加
し
て
い

ま
す
。�

　
飯
田
市
立
病
院
で
産
科
を
今

後
も
継
続
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

現
在
３
人
の
産
婦
人
科
の
常
勤

医
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
全
国
的
な
産
婦
人

科
医
不
足
の
た
め
常
勤
医
を
増

員
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
状

況
で
す
。�

　
こ
の
地
域
の
産
科
医
療
を
今

後
ど
の
よ
う
な
形
で
担
っ
て
ゆ
く

の
か
を
地
域
全
体
で
よ
く
話
し

合
い
、
地
域
の
産
婦
人
科
医
、
助

産
師
た
ち
が
皆
で
協
力
し
て
、
当

地
域
の
産
科
医
療
を
継
続
・
発

展
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

市立病院　産婦人科�
山崎  輝 行　 医師�

我
が
国
の
産
科
医
療
の
危
機
的
な
状
況�

�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
3
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
薬
剤
師
、

消
防
士
、
花
火
職
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
薬
剤
師
に

な
り
い
ろ
い
ろ
な
薬
の
研
究
を
し
た
り
、
病
気
が
ぼ
く
の
作
っ

た
薬
で
よ
く
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。
消
防
士

は
、
毎
年
火
事
が
増
え
て
い
る
の
で
、
火
事
が
減
る
よ
う
に
よ

び
か
け
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
花
火
職
人
は
、
自

分
が
作
っ
た
花
火
が
夜
空
に
き
れ
い
に
あ
が
っ
た
ら
う
れ
し

い
か
ら
で
す
。�

　
こ
の
3
つ
の
夢
が
か
な
う
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。�

3
つ
の
夢�

自転車の魅力�

　自転車はとても身近な生活道具のひ
とつです。私にとっては通勤の足で
あったり、旅の相棒であったり、時に
はレースの盟友になったりもします。
あるいは床の間の飾りだったりもしま
すが（笑）。ただ、私がこの地域で好
んで自転車に乗るのには、魅力あふれ
る山坂道があるからこそ。それを確か
にしてくれたのが、5月に開催された
サイクルロードレース「ツアー・オ
ブ・ジャパン南信州ステージ」でし
た。ここでは、本場ヨーロッパのレー

スに匹敵する本格的な山岳コースであ
るとの高い評価を得て、全国のファン
の注目を集めるまでになりました。
今、「飯田自転車会」という市民団体
で、行政はもとより、自治会や公民
館、小学校などの地域コミュニティー
とも協働しながら、自転車のある地域
づくりをすすめています。10月には
「全日本実業団サイクルロードレー
ス」が開催されることとなり、多くの
自転車選手が飯田の坂道に挑みます。
この地域の持つ空気感や優れた景観を
味わっていただけるよう私たちも応援
しています。�

飯田自転車会�

新海健太郎 さん�

お願いではなくて・・・�

　ボクは、まちづくりって人と人との
つながりだと思います。�
　一緒に何かしませんか？とか、これ
を手伝ってください！たすけてくださ
い！というのが始まりです。小さな出
来事がいろんな人を巻き込んで大きく
なったら「まちづくり」って呼ばれる
ようになるのではないでしょうか。�
　ボクらはこの場所に住んでいろんな人と関わります。失敗
したり、気まずい思いをしたりもしますが、関わらずにいた
ら寂しい気がします。�
　ボクは音楽が好きです、特に歌を歌うことが大好きです。
カラオケも合唱もゴスペルも好きです。好きなことを通じて
たくさんの人とつながって生きたいと思います。�

福沢大助さん（橋南）�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

みや�た�なお�かず�

宮田直和 さん�
（上村小5年）�

先月の北澤頼夫 さん（東野）からのリレー�しん�かい�けん�た�ろう�

ふく�ざわ�だい�すけ�
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　「
下
伊
那
唐
草
文
土
器
」
―

縄
文
中
期
後
葉
伊
那
谷
南
部
の

地
域
性
―
を
テ
ー
マ
に
秋
季
展

示
を
行
い
ま
す
。
土
器
の
移
り

変
わ
り
か
ら
、
下
伊
那
縄
文
人

の
気
質
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

▼
期
間
�

　
１０
月
１
日
g
〜
１１
月
２０
日
a
�

▼
秋
季
展
示
講
座
�

　
「
縄
文
時
代
中
期
後
葉
に
於

　
け
る
関
東
・
山
梨
の
土
器
様
相
」�

○
日
時
　
１０
月
１６
日
a
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�

○
講
師
　
今
福
利
恵
氏
�

　（
山
梨
県
考
古
学
協
会
員
）�

▼
展
示
解
説
会
�

○
日
時
　
１０
月
８
日
g
�

　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
と
午
後

　
２
時
か
ら
の
１
日
２
回
�

▼
問
合
せ
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５
�

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
１０

月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
寄
付
金
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

活
動
の
支
援
な
ど
、
地
域
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
飯
田
市
支
会

で
は
、
１
、
８
２
３
万
円
余
の

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
�

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０
�

上
郷
考
古
博
物
館�

秋
季
展
示�

大
平
峠
県
民
の
森�

紅
葉
祭
り�

　
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
た
大

平
峠
県
民
の
森
で
、
美
し
い
紅

葉
と
雄
大
な
眺
望
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
ケ
ー
ナ
（
南
米
ア
ン
デ

ス
地
方
の
縦
笛
）
の
演
奏
や
豚

汁
の
サ
ー
ビ
ス
、
先
着
２
０
０
人

に
木
曽
ヒ
ノ
キ
で
作
っ
た
は
し

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１６
日
a
�

　
午
前
９
時
か
ら
（
雨
天
中
止
）�

▼
問
合
せ
　
伊
賀
良
支
所
�

　
1
０
２
６
５（
２
５
）７
３
１
１
�

国
民
宿
舎�

伊
良
湖
岬
信
州
を
閉
鎖�

お
い
で
な
ん
し
ょ
寄
席�

橘
家
圓
十
郎
襲
名
披
露�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム�

コ
ン
サ
ー
ト�

▼
日
時
　
１０
月
１８
日
c
�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
�

▼
場
所
　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　（
飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８
―
1
）�

▼
テ
ー
マ
�

　
労
働
基
準
法
の
ポ
イ
ン
ト
�

　
―
労
働
時
間
・
休
日
･
休
暇

　
を
中
心
に
―
�

▼
講
師
　
和
田
肇
氏
�

　（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
）�

▼
問
合
せ
�

　
南
信
労
政
事
務
所
飯
田
分
室
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
３
５
�

　
南
信
州
広
域
連
合
が
運
営
す

る
国
民
宿
舎
「
伊
良
湖
岬
信
州
」

は
、
９
月
３０
日
を
も
っ
て
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
。
長
ら
く
の
ご
愛

顧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
�

　
内
線
２
２
２
６
�

　
こ
の
秋
、
真
打
昇
進
を
果
た

し
た
山
本
出
身
の
「
橘
家
圓
十

郎
（
橘
家
亀
蔵
）」
の
襲
名
披
露

公
演
を
行
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２８
日
b�

　
午
後
６
時
３０
分
開
演�

▼
場
所
　
飯
田
市
公
民
館�

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
３
、
５
０
０
円�

▼
発
売
開
始
　
１０
月
１２
日
d�

▼
問
合
せ
　
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２
�

　
フ
ル
ー
ト
合
奏
団
「
カ
ル
テ

ッ
ト
・
ペ
ピ
モ
ン
」
が
素
敵
な

音
楽
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１８
日
c�

　
午
後
６
時
３０
分
開
演�

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
ロ
ビ
ー�

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
１
、
３
０
０
円�

※
美
術
博
物
館
・
文
化
会
館
・

　
市
役
所
受
付
で
発
売
中
。�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

飯
田
地
区�

労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
事
業
所
の
人
事
担
当
者
か
ら

直
接
、
求
人
内
容
や
募
集
方
法

な
ど
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
�

▼
対
象
　
求
職
中
の
方
（
新
規

　
学
卒
者
は
除
く
）
�

▼
日
時
　
１０
月
２４
日
b
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
�

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
�

▼
場
所
　
シ
ル
ク
プ
ラ
ザ
�

　
（
飯
田
市
育
良
町
１
―
７
）
�

▼
問
合
せ
�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９
�

一
般
求
職
者
対
象�

飯
伊
地
域
就
職
面
接
会�

か
ら
く
さ
も
ん
�

も

み

じ
�

10月の納税�

税目�

納期�

市県民税（3期）�
国民健康保険税(10月分)

10月31日(月)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�
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ひ
ょ
う
こ
し
�

ほ
う
　
じ
�
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薪やペレットの�
ストーブにしよう！�

ストップ！地球温暖化�

■申込・問合せ　環境課　環境政策係　内線5249

三
市
合
同
企
画
第
四
十
四
回�■問合せ　水窪総合事務所　産業振興課　　10539（87）0432�

　　　　　佐久間総合事務所　産業振興課　10539（66）0008

は
ま
ま
つ
の
「
峠
」�

遠
州�

兵
越
峠
（
水
窪
町
）�

峠
の
国
盗
り
綱
引
き
合
戦�

民
俗
文
化
伝
承
館�

北
条
峠
（
佐
久
間
町
）�

峠の国盗り綱引き合戦�

民俗文化伝承館�

　
若
年
者
向
け
に
、
職
業
や
能

力
開
発
な
ど
の
情
報
提
供
や
就

業
支
援
を
行
い
ま
す
。�

　
仕
事
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象
　
３５
歳
位
ま
で
の
若
年

　
者
（
家
族
の
方
な
ど
も
可
）�

▼
日
時
　
１０
月
１８
日
c
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。�

▼
問
合
せ
�

　
産
業
振
興
支
援
室
�

　
内
線
４
４
１
９
�

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ�

▼
日
時
　
１０
月
１５
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
�

○
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

○
南
信
濃
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
相
談
事
項
　
不
動
産
・
会
社

　
の
登
記
、
簡
易
裁
判
所
に
係

　
る
訴
訟
代
理
な
ど
�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
司
法
書
士

　
会
飯
田
支
部
�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）２
８
７
０

県
下
一
斉
司
法
書
士�

無
料
法
律
相
談�

「
自
分
育
ち
を
望
む�

子
ど
も
た
ち
」
講
演
会�

　
子
ど
も
た
ち
の
自
立
の
心
を

ど
う
育
て
て
い
く
か
学
び
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１６
日
a
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�

▼
場
所
　
人
形
劇
場
　
�

▼
講
師
　
長
谷
川
孝
氏
�

　（
教
育
評
論
家
）�

※
託
児
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
１
�

▼
日
時
　
１０
月
１６
日
a
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
�

　
ア
ピ
タ
飯
田
店
�

▼
相
談
事
項
�

　
特
別
弔
慰
金
受
給
、
相
続
、

　
農
地
の
転
用
、
法
人
設
立
、

　
建
設
業
許
可
な
ど
�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
行
政
書
士

　
会
飯
田
支
部
�

　
1
０
２
６
５（
５
２
）１
７
２
８
�

行
政
書
士
無
料
相
談
会�

環境課までお問い合わせく
ださい。�

今年の4月1日～11月30
日の間にストーブを購入
して設置した方、設置する
予定の方�
(個人・法人を問いません)

薪ストーブ　　　　20件�
ペレットストーブ　　15件�

10月3日b～11月30日d

応募の条件�

募集件数�

募集期間�

設置費用を補助�

申込方法�

　薪ストーブ、ペレットスト
ーブを設置し、使用状況な
どを12月から来年 3月まで
報告していただくモニターを
募集します。�

ストーブ設置費用を補助します。（ペレットストーブを設置し
た方にはペレット購入費用も補助します。ただしペレットは、
南信バイオマス協同組合の商品とします）�
☆補助の上限�
　薪ストーブ　　　　　75,000円�
　ペレットストーブ　　　50,000円�
　（ペレット購入費用　15,000円）�

※応募多数の場合、１件
あたりの補助額は減
少します。�

まき�

　
戦
国
時
代
、上
洛
を
目
指
し

た
武
田
信
玄
が
徳
川
家
康
に
戦

い
を
挑
ん
だ
「
三
方
ケ
原
の
合

戦
」
。こ
の
と
き
に
通
っ
た
と
い

わ
れ
る
兵
越
峠
を
舞
台
に
、年
に

一
度
、浜
松
市
水
窪
の
遠
州
軍

と
飯
田
市
南
信
濃
の
信
州
軍
が

綱
引
き
で
県
境
の
領
土
を
奪
い

合
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
総
勢
24
人
の
男
女
が
交
流
と

い
う
綱
を
握
り
、ま
ち
の
名
誉
と

威
信
を
か
け
激
突
す
る
姿
は
見

ご
た
え
十
分
で
す
。�

　
前
回
ま
で
は
遠
州
軍
の
8
勝
、

信
州
軍
の
10
勝
で
、領
土
は
信

州
軍
が
2
ｍ
拡
大
し
て
い
ま
す
。�

日
時
　
10
月
23
日（
日
）�

　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

　
ん
。
南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ

　
ー
駐
車
場
に
車
を
止
め
、シ
ャ
ト

　
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
水
窪
町
か
ら
佐
久
間

町
へ
つ
な
が
る
北
条
峠
の

一
画
に
、
江
戸
時
代
末

期
の
も
の
と
言
わ
れ
る

農
家
の
住
宅
を
移
築
し

た
建
物
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
佐
久
間
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

地
そ
ば
や
と
じ
く
り
な

ど
の
伝
統
料
理
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

澄
ん
だ
空
気
、
豊
か
な

清
流
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

食
材
を
、
こ
こ
ろ
ゆ
く

ま
で
堪
能
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
予
約
を
す
れ

ば
、
そ
ば
打
ち
体
験
も

で
き
ま
す
。�

開
館
　
土
・
日
・
祝
日

　
　
　
午
前
10
時
〜�

　
　
　
午
後
4
時�
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合
併
記
念

合
併
記
念�
合
併
記
念�
合
併
記
念�

第
１
回
全
日
本
実
業
団

第
１
回
全
日
本
実
業
団�

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
飯
田
飯
田�

合
併
記
念

合
併
記
念�

第
１
回
全
日
本
実
業
団

第
１
回
全
日
本
実
業
団�

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
飯
田
飯
田�
第
１
回
全
日
本
実
業
団�

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
飯
田�
第
１
回
全
日
本
実
業
団�

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
飯
田�

合
併
記
念�
合
併
記
念�

■問合せ　観光課　10265（22）4511　内線3616

　
実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
と
は
、
全
日
本
実
業
団
自
転

車
競
技
連
盟
（
注
）
が
主
催
す

る
自
転
車
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で

す
。�

　
全
国
で
年
間
20
戦
以
上
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
に
よ
っ

て
、
一
般
公
道
を
使
用
す
る
場

合
と
、
ト
ラ
ッ
ク
コ
ー
ス
な
ど
の

ク
ロ
ー
ズ
ド
コ
ー
ス
を
使
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
飯
田
市
で
は
、
龍
江
、
千
代

地
区
の
一
般
公
道
を
使
用
し
て
開

催
さ
れ
、
約
4
0
0
人
の
選
手

が
参
加
す
る
見
込
み
で
す
。�

実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
と
は�

注
全
日
本
実
業
団
自
転
車
競
技
連
盟
は

１
６
０
チ
ー
ム
、
登
録
選
手
は
１
、

３
０
０
人
以
上
と
い
う
大
き
な
組

織
で
す
。
選
手
た
ち
に
は
一
部
プ
ロ

選
手
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
多
く
は
勤

務
し
な
が
ら
レ
ー
ス
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
レ
ー
ス
は

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。�

福島県石川町で７月17日に行われたレース風景�
（以下写真は石川町提供）�

　
実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
in
飯
田
で
は
、
個
人
の
技

術
や
こ
れ
ま
で
の
成
績
な
ど
に

よ
り
4
つ
に
分
か
れ
て
走
り
、

周
回
数
が
異
な
り
ま
す
。�

○
Ｂ
Ｒ-

1
（
10
周
）�

○
Ｂ
Ｒ-

2
（
6
周
）�

○
Ｂ
Ｒ-

3
（
4
周
）�

○
女
子
（
4
周
）�

※
Ｂ
Ｒ-

1
に
は
ツ
ア
ー
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
出
場
し
て
い

た
選
手
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
信
州
ス
テ
ー
ジ
で
飯

田
を
走
っ
た
選
手
に
ま
た
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
種
目�

▼
主
催�

　
全
日
本
実
業
団
自
転
車
競
技

連
盟
・
全
日
本
実
業
団
サ
イ

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
飯
田

実
行
委
員
会�

▼
共
催
　
中
日
新
聞
社�

「ＢＲ」の由来�
実業団サイクルロードレースの種目区分となって
いるＢＲ-1、ＢＲ-2などの「ＢＲ」の由来はあ
まりはっきりしていないそうですが、「ビジネスマ
ンライダー」の略であるとの説が有力です。�

実業団サイクル豆知識�

（　）�
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この区間は下り坂で危険なため、レース観戦ができません

実業団サイクルロード
レースin飯田飯田の概要概要�

◆日時�
　10月16日（日）�
　午前9時～午後4時�
◆コース�
　1周11.5ｋｍ、標高差約190ｍ。ツ
アー・オブ・ジャパン南信州ステー
ジ同様、厳しいコースと注目され
ています。�
◆交通規制�
　周回コース（　　）は、午前9時～
午後4時まで通行できません。ご
協力をお願いします。�
※りんご狩りには係員がご案内しま
す。�

実業団サイクルロード
レースin飯田の概要�

コース横断可能�

レース観戦のための駐車場は、
この2カ所を準備していますの
でご利用ください。�

駐車場�

立体交差�

◆BR-1、BR-2�
　  9：30～13：00�
◆BR-3、女子女子�
　13：00～16：00

◆BR-1、BR-2�
　  9：30～13：00�
◆BR-3、女子�
　13：00～16：00

今田平マレットゴルフ場�
駐車場駐車場�

今田平マレットゴルフ場�
駐車場�

龍江小学校グラウンド龍江小学校グラウンド�龍江小学校グラウンド�

舟渡�

天竜峡�

上
川
路�

今田平グラウンド�

この場所（龍江堀廻集会
所そばの交差点）では、
コースを横断できます。
ただし状況により時間が
かかります。お急ぎの場
合は別の道路をご利用く
ださい。�

立体交差になっています。�
レースは下段を通るため、上部
を通行できます。�

至
　
阿
南
町�

姑
射
橋�

て
ん
り
ゅ
う
き
ょ
う�

飯
田
IC
方
面�

至　飯田市街地�
至　飯田駅�

時又港�

天
竜
川�

天竜橋�

下水処理場�下水処理場�

� 2005.10.1［広報いいだ］�� 2005.10.1［広報いいだ］�
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Ｑ�Ａ�Ｑ�Ａ�Ｑ�Ａ�

18　保育所は、ご家族が仕事や長期傷病などにより、家庭での保育がで
きない場合に、そのお子さんをお預かりする児童福祉施設です。�
　保育所に入所するには、家族の方それぞれが家庭で保育できないと
いう要件を満たしていることが必要です。�
※保育所では以下のサービス（有料）もおこなっていますので、ご希
　望の方は各保育所へお問い合わせください。�
　（入所状況等によりお受けできない場合もあります）�

一時的保育（各保育所で実施）�
保護者の都合や、疾病により緊急に保育が必要
な時、保育所に入所していないお子さんを、一
時的に保育所でお預かりします。�

日曜・休日保育（飯田中央保育園で実施）�
日曜・休日に保育が必要な家庭を対象に保育
を行います。他の保育所に入所しているお子
さんも利用できます。�

■
保
育
所
を
見
学
で
き
ま
す�

　
１０
月
か
ら
、
入
所
希
望
の
方
は
各
保

育
所
を
見
学
で
き
ま
す
。
園
行
事
な

ど
で
見
学
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
各
保
育
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
入
所
説
明
会
を
開
き
ま
す�

○
日
程
・
会
場�

　
左
の
一
覧
表
の
と
お
り�

○
内
容
　
申
込
書
を
お
配
り
し
、
手
続

き
の
方
法
、
保
育
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
は

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
都
合
が

付
か
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
所
又
は
り
ん
ご
庁
舎
児
童
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
書
提
出
締
切
日�

　
１１
月
２５
日
f
必
着�

■
申
込
書
提
出
先
　
希
望
す
る
保
育
所

ま
た
は
り
ん
ご
庁
舎
児
童
課
ま
で�

■
書
類
調
査
・
児
童
面
接�

　
来
年
１
月
２３
日
a
か
ら�

○
詳
細
は
、
「
入
所
説
明
会
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。�

既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
方�

私
立
幼
稚
園
に
入
所
希
望
の
方�

■
入
所
申
込
書
は
不
要
で
す�

　
１１
月
中
に
保
育
所
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
る
、
「
継
続
入
所
調
査
書
」
（
家
庭

状
況
確
認
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。�

■
新
年
度
ま
た
は
今
年
度
中
に
保
育
所

を
変
更
し
た
い
方�

１１
月
２５
日
ま
で
に
「
保
育
所
入
所
変

更
届
」
を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
今
年
度
中
に
卒
園
児
以
外
の
お
子
さ

ん
で
退
所
す
る
予
定
の
方�

１１
月
２５
日
ま
で
に
「
保
育
所
退
所
届
」

を
現
在
通
園
中
の
保
育
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
未
定
の
方
は
、
退
所

す
る
こ
と
が
決
ま
り
次
第
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
飯
田
市
内
に
は
５
カ
所
の
私
立
幼
稚

園
が
あ
り
ま
す
。�

■
市
役
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

直
接
各
私
立
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

新
た
に
保
育
所
に
入
所
希
望
す
る
方�

☆飯田市のホームページ子育てネットでも紹介しています。http://www.city.iida.nagano.jp/kodomo/

　
　
公
立
保
育
所
と
私
立
保
育
所

　
　
は
ど
こ
が
違
う
の
で
す
か
。�

　
　
保
育
料
に
関
し
て
は
違
い
が

　
　
あ
り
ま
せ
ん
。�

保
育
の
内
容
に
関
し
て
は
、
公
立
・

私
立
全
て
の
保
育
所
ご
と
に
多
少

の
違
い
や
特
色
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各
保
育
所
を
見
学
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。�

　
　
保
育
料
は
ど
の
く
ら
い
か
か

　
　
り
ま
す
か
。�

　
　
保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
や

　
　
保
護
者
の
所
得
税
額
な
ど
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

（
参
考
　
年
少
児
は
、
３
万
円
前

後
を
中
心
に
所
得
税
額
に
よ
り
８

段
階
に
区
分
）�

※
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
を
超
え

　
て
保
育
所
を
利
用
す
る
場
合
は

　
延
長
保
育
料
が
必
要
で
す
。�

　
　
入
所
希
望
者
が
保
育
所
の
定

　
　
員
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。�

　
　
家
庭
の
状
況
や
居
住
地
区
、

　
　
就
労
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

新
規
申
込
者
と
転
園
入
所
希
望
者

の
中
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
に
よ

っ
て
入
所
で
き
な
い
場
合
は
、
他

の
希
望
す
る
保
育
所
に
変
更
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

平成�

年度�
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飯田子供の園�
飯 田 仏 教 �
飯 田 中 央 �
羽 場 �
風 越 �
丸 山 �
慈 光 �
座 光 寺 �
松 尾 �
松 尾 東 �
下 久 堅 �
上 久 堅 �
千 代 �
千 栄 分 園 �
龍 江 �
時 又 �
竜 丘 �
川 路 �
三 穂 �
さ く ら �
久 米 分 園 �
山 本 �
伊 賀 良 �
育 良 �
あ す な ろ�
中 村 �
殿 岡 �
明 星 �
鼎 東 �
鼎 み つ ば �
鼎 幼 稚 園 �
高 松 �
上 郷 東 �
上 郷 西 �
上 郷 南 �
上 郷 北 �
上 村 �
和 田 �

馬場町3�
箕瀬1�
中央通り2�
白山通り3�
丸山町2�
今宮町2�
宮の前�
座光寺�
松尾城�
松尾寺所�
下久堅知久平�
上久堅�
千代�
千栄�
龍江�
時又�
桐林�
川路�
伊豆木�
山本�
久米�
山本�
大瀬木�
北方�
育良町3�
中村�
下殿岡�
鼎切石�
鼎下山�
鼎名古熊�
鼎下茶屋�
上郷黒田�
上郷飯沼�
上郷黒田�
上郷別府�
上郷黒田�
上村�
南信濃和田�

飯田子供の園保育園�
飯田仏教保育園�
飯田市公民館�
羽場保育園�
風越保育園�
丸山保育園�
慈光保育園�
座光寺保育園�
松尾保育園�
松尾東保育園�
下久堅保育園�
上久堅保育園�
千代保育園�
千代保育園�
龍江保育園�
時又保育園�
竜丘保育園�
川路保育園�
三穂保育園�
さくら保育園�
さくら保育園�
山本保育園�
伊賀良保育園�
育良保育園�
あすなろ保育園�
中村保育園�
殿岡保育園�
明星保育園�
鼎東保育園�
鼎みつば保育園�
鼎幼稚園�
高松保育園�
上郷東保育園�
上郷西保育園�
上郷南保育園�
上郷北保育園�
上村保育園�
和田保育園�

60�
150�
220�
45�
120�
60�
45�
120�
250�
150�
90�
45�
30�
15�
90�
150�
110�
45�
45�
90�
15�
90�
150�
120�
30�
60�
110�
120�
45�
150�
120�
90�
60�
120�
90�
45�
30�
45

14：00�
10：00�
14：00�
10：00�
14：00�
14：00�
10：00�
14：00�
14：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
14：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
14：00�
10：00�
10：00�
10：00�
10：00�
14：00�
10：00

11月 5日�
11月 6日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 6日�
11月12日�
11月12日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 6日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 6日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�
11月 5日�

7：30～19：00�
7：00～19：00�
7：00～20：00�
7：00～19：00�
7：00～19：00�
8：00～16：00�
7：00～19：00�
8：00～18：00�
7：30～19：00�
7：30～19：00�
8：00～18：00�
8：00～16：00�
7：30～19：00�
8：00～16：00�
8：00～18：00�
7：00～19：00�
8：00～16：00�
8：00～16：00�
8：00～16：00�
7：30～19：00�
8：00～19：00�
8：00～16：00�
7：30～19：00�
7：00～19：00�
7：00～22：00�
8：00～18：00�
8：00～18：00�
7：30～19：00�
8：00～16：00�
7：30～19：00�
8：00～16：00�
7：30～19：00�
8：00～16：00�
7：30～19：00�
7：30～19：00�
8：00～16：00�
7：30～17：30�
7：30～18：00

0～5歳�
0～5歳�
0～5歳�
0～5歳�
0～5歳�
3～5歳�
0～3歳�
0～5歳�
0～5歳�
1～5歳
1～5歳
3～5歳
3～5歳
3～5歳
1～5歳
0～5歳
3～5歳
3～5歳
1～5歳
0～5歳
2～5歳
1～5歳
0～5歳
0～5歳
0～3歳
1～5歳
1～5歳�
0～5歳�
3～5歳
0～5歳�
3～5歳
0～5歳
3～5歳
1～5歳�
0～5歳�
3～5歳�
0～5歳�
0～5歳�
�

22-1389�
24-0402�
22-4134�
23-1388�
22-2389�
22-2077�
23-1390�
22-1147�
22-2244�
52-2289�
29-8055�
29-7053�
59-2144�
59-2005�
27-3681�
26-9208�
26-8417�
27-3202�
27-3774�
28-1050�
25-3801�
25-2440�
25-7123�
23-5873�
23-4656�
25-7217�
25-3707�
24-8020�
22-3878�
53-3277�
23-2341�
22-4095�
22-2440�
22-2441�
24-4470�
23-9656�
0260-36-2143�
0260-34-2306

橋 北 �

橋 南 �

羽 場 �

丸 山 �

東 野 �
座光寺�

松 尾 �

下久堅�
上久堅�

千 代 �

龍 江 �

竜 丘 �

川 路 �
三 穂 �
�
山 本 �
�
�

伊賀良�
�
�
�

鼎�
�
�
�

上 郷 �
�
�
上 村 �
南信濃�

私�
私�
私�
私�
私�
公�
私�
公�
公�
公�
公�
公�
私�
私�
公�
私�
公�
公�
公�
私�
私�
公�
私�
私�
私�
公�
公�
私�
公�
公�
公�
私�
公�
公�
公�
公�
公�
公�

地区� 保育所名� 住所� 電話� 定員� 開所時間�
入所説明会�

月日� 時間� 場所�
受入�
年齢�

公立�
私立�

慈 光 �
飯田ルーテル�
入 舟 �
聖 ク ラ ラ�
勅使河原学園�

伝馬町2�
仲ノ町1�
高羽町2�
松尾代田�
上郷黒田�

幼稚園へ直接お問い合わせください�
幼稚園へ直接お問い合わせください�
幼稚園へ直接お問い合わせください�
幼稚園へ直接お問い合わせください�
幼稚園へ直接お問い合わせください�

240�
60�
105�
120�
160�

8：30～18：00�
8：30～18：00�
8：00～18：00�
8：15～17：30�
8：30～17：30

3～5歳�
3～5歳�
3～5歳�
3～5歳�
3～5歳�

24-0415�
22-2213�
24-5350�
22-2916�
22-7720�

橋 北 �

東 野 �
松 尾 �
上 郷 �

私�
私�
私�
私�
私�

地区� 保育所名� 住所� 電話� 定員� 開所時間�
入所説明会�

月日� 時間� 場所�
受入�
年齢�

公立�
私立�

※0歳児保育は保育所によって受け入れ月齢が異なります。�

■問合せ　児童課　保育係（りんご庁舎）　10265（22）4511　内線5341
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ  10265(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　公園事務局　10265(59)8080　ＦＡＸ0265(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

　「木の工房体験学習」��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼缶ぽっくり�
　10月22日G�
▼牛乳パックでおうちづくり�
　11月13日A�
　人も入れる大きなおうちをつく
　ります。�

　「食の工房体験学習」��
　10:30～13:00�
　持ち物：エプロン�
※材料費100円～200円�
▼日本のおやつシリーズ③�
　「せんべいづくり」�
　11月6日A�
▼いももち�
　11月12日G

　このほかにも・・・��
　「アップルけん玉クラブ」や「工
藤おじさんの切り絵教室」もあ
るよ。詳しくは公園事務局まで�
　お問い合わせください。�

　「なかまの館体験学習」��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼そめもの工房ももぎん�
　11月5日G�
　身近にある天然染料を使って染
　め物をしてみよう。�

　「モンクール絵本読み聞かせ」��
　毎週日曜日�
　13:00～13:30�
　場所：ふくろう文庫�

　「理科実験ミュージアム」��
　毎週土・日曜日�
　10:00～12:00、13:30～15:00�
　場所：おいで館�
※10月9日A、23日Aは休み�

　「森森探検隊」��
　13:30～15:00�
　集合場所：なかまの館�
▼水辺のいきものたんけん隊�
　10月16日A�
　おしぼら池のなかにはどんな生
　き物がかくれているかな。�
▼宝さがし�
　10月29日G�
　園内にかくされた宝をさがせ！�

　「土の工房体験学習」��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼みんなのまちづくり番外編�
　「かざこし島の住人たち」�
　10月16日A�
　園内の自然の素材を使って、み
んなでまちを作っていきます。�
▼ねんどでつくる水族館�
　10月23日A

　　　　　　　　　　　　　（定員25人）�
10月15日G　9：00～15：00�
持ち物：昼食�
　�
10月19日D　9：00～15：00�
持ち物：カメラ、昼食、帽子�
定員に達し、募集を終了しました。�
※雨天の場合は10月27日E�
�
10月22日G　9：00～11：00�
　持ち物：双眼鏡�
�
10月29日G　9：00～14：00�
　持ち物：昼食�
　　　　　　　　　　（子供は保護者同伴）�
11月2日D　18：00～20：00�
　持ち物：防寒着�
※雨天の場合は11月22日C�
�

持ち物：筆記用具、水筒�

　かわらんべ周辺に
たくさん生えてい
るツル植物「くず」
を使って、クリス
マスリースの土台
を作ります。また、
おしゃれな篭（か
ご）作りにも挑戦します。川原を歩く服装でお集
まりください。�
※リース土台は1カ月乾かして、12月 17日に本体
の飾り付けを行います。こちらにもぜひご参加く
ださい！�

11月5日G�
　9：00～11：00

　『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

成
人
講
座

成
人
講
座�

成
人
講
座�

成
人
講
座�
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動物園の休園日�
10月 3日B◆11日C�
　◆17日B◆24日B�
　◆31日B　　　　
11月 4日F◆ 7日B

■問合せ 動物園�
0265（22）0416

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育 て 相 談 �

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１０月１１日（火）�
１３:００～１６:００�

１０月１１日（火）�
１０月２５日（火）�
１３:３０～１６:００�

１０月９日（日）�
１０月１６日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支援

センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３４８�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１０月１８日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

ポルトガル語相談� 毎週火・木曜日�１３：００～１７:００�

１０月１４日（金）�
１３：００～１７：００�

１２月１９日（月）�
１０：００～１５：００�

女
性
の
た

め
の
相
談�

心
配
ご
と
相
談�

税 務 相 談 �

高齢者福祉相談�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

市役所本庁２階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎２階�

児童課�
内線５３４７�

税務課�
内線５１４１�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

外国人総合相談窓口�
（市役所本庁舎１階）�

基幹在宅介護�
支援センター�
内線５３８４�

市民の皆さんのご
意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

▼
テ
ー
マ
　
中
央
構
造
線
の
マ

　
イ
ロ
ナ
イ
ト
�

▼
日
時
　
１０
月
２１
日
f
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
講
師
　
河
本
和
朗
氏
（
大
鹿

　
村
中
央
構
造
線
博
物
館
）�

▼
場
所
�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室
�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
�

美
博
の
自
然
講
座�

　
切
り
株
の
形
を
し
た
ケ
ー
キ

「
ブ
ッ
シ
ュ
ド
・
ノ
エ
ル
」
を
作

り
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お
お

　
む
ね
３５
歳
ま
で
の
方
。�

▼
日
時
　
１０
月
２４
日
b
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
原
隆
澄
氏
�

　（
は
と
錦
専
務
）�

▼
受
講
料
　
２
、
０
０
０
円
�

▼
定
員
　
１６
人
（
先
着
）�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
�

▼
受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

　
〜
午
後
９
時
（
日
曜
日
・
祝

　
日
は
午
後
５
時
ま
で
）�

▼
申
込
受
付
開
始
�

　
１０
月
６
日
e
か
ら
�

▼
申
込
方
法
�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
費
用
持
参
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

手
作
り
ケ
ー
キ�

伊
那
谷
の
城
郭
探
訪
Ⅲ
�

　
松
岡
城
跡
・
吉
田
本
城
跡
・

吉
田
城
山
城
跡
な
ど
、
高
森
町

の
遺
跡
を
め
ぐ
り
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１５
日
g
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
�

　
午
後
３
時
３０
分
�

▼
講
師
　
木
村
昌
之
氏
（
高
森

　
町
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員

　
長
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飯田市の人口（9/1現在）■人口＝105,446人（前月比－41）男50,509人／女54,937人  ■世帯＝36,096戸（前月比＋6）�
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�
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上村無形民俗文化財�

中郷獅子舞（なかごうししまい）�
�
百獣の王である獅子は十万世界を自由に遊行できると言われ
ます。この霊力を頼って、悪疫、飢饉などの災いから逃れるた
めに、獅子の太神楽舞を氏神様に奉納し、安泰を祈願したと
伝えられています。写真は太神楽を舞う雌獅子です。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）※（　）内は20人以上の団体�

展示期間�10月15日G～11月23日_
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中世信濃の名僧　知られざる禅僧たちの営みと造形�
〈特別展〉�

第19回 伊那谷文化芸術祭�

　中世の信濃は、禅宗の僧たちによって中国大陸と結ばれていました。この

頃の日本は他国と正式な外交関係を結んでいなかったため、教養ある禅僧

が日本と中国とを往来し最新の文化を日本に紹介していました。�

　こうした日中交流には、伊那谷ゆかりの禅僧も深く関わっていました。飯田

市上川路の開善寺では中国から来た初代の清拙正澄以来、歴代住職は

中央でも重きをなし、天与清啓のように遣明使の代表として中国に渡る僧も出

てきました。本展では禅僧たちの文化交流という視点から、国宝１件、重要

文化財８件を含む信

濃の禅僧ゆかりの作

品約 65 点を紹介し

ます。�
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11月6日A・13日A・20日A・23日_　飯田文化会館ホール●飯田人形劇場�

チケット　　●前売券：400円�
　　　　　　●当日窓口販売：500円�
　　　　　　　全席自由�
　　　　　　　飯田文化会館で発売中！�

　この地域で活動しているアマチュア団体や
学校の子どもたちなど、2,000人余りが一堂
に会して一年間の練習の成果を発表し、交流
しあう舞台芸術の祭典です。�
　合唱、吹奏楽、管弦楽、演劇、人形劇、ダ
ンスなど多彩な発表をお楽しみください。�
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